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1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｂ
ｌ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
ｈ
ｅ
ｄ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
５
９
３
Ｖ

【
作
者
名
】

　
鼎
都

【
あ
ら
す
じ
】

　
軍
に
飼
わ
れ
た
少
年
。
「
死
神
」
の
異
名
を
持
ち
、
月
光
が
降
り
注
ぐ
夜
を

駆
け
巡
っ
て
は
赤
い
大
輪
を
咲
か
す
。

心
の
死
。
人
の
無
。

彼
に
救
い
の
手
を
伸
ば
す
の
は
？
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説
明
（
改
正
版
）
＆
世
界
観
的
な
何
か
（
前
書
き
）

不
定
期
と
い
う
か
多
分
頑
張
っ
て
も
月
１
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
れ
を
と
り
ま
頑

張
っ
て
み
る
↑

ネ
タ
バ
レ
…
は
一
応
注
意
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
；
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説
明
（
改
正
版
）
＆
世
界
観
的
な
何
か

秘
密
を
持
つ
“
僕
”

嘘
を
つ
く
“
俺
”

見
て
い
る
も
の
全
て
が
全
て
で
は
な
い
。

救
い
の
手
な
ど
要
ら
な
い
。

“
奴
隷
”
ニ
ハ
必
要
ノ
無
イ
モ
ノ
ダ
・
・
・
・

愛
ナ
ド
ト
・
・
・
夢
ヲ
見
ル
ナ
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世
は
戦
乱
の
時
代
。

全
て
の
人
間
が
、
護
身
用
と
称
し
武
器
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
所
持
し
て
い
る

時
代
。

そ
ん
な
戦
乱
の
世
の
最
中
、
と
あ
る
国
の
軍
が
直
接
管
理
す
る
直
轄
の
学
園
が

舞
台
。
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愛
な
ど
存
在
し
な
い
は
ず
の
“
戦
闘
学
園
”
に
は
、
思
春
期
真
っ
最
中
の
生
徒

が
い
る
た
め
か
男
し
か
い
な
い
は
ず
の
学
園
に
黄
色
い
声
と
、
艶
か
し
い
声
が

響
き
渡
る
。

そ
れ
は
決
し
て
、
“
尊
敬
”
や
“
羨
望
”
と
い
っ
た
類
の
も
の
と
は
違
い
、
男

が
男
に
恋
し
恋
愛
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
“
嬌
声
”
。

そ
の
学
園
に
は
ま
た
、
当
然
の
よ
う
に
春
が
訪
れ
新
入
生
が
や
っ
て
く
る
。
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キ
ー
ワ
ー
ド
…
的
な
？

↓
学
園

↓
戦
闘

↓
二
重
人
格
（
近
い
形
）

↓
最
強

↓
暗
殺
者

↓
殺
人

↓
殺
戮

↓
血

↓
グ
ロ

↓
死

…
と
り
ま
、
ま
と
め
る
と
こ
ん
な
感
じ
。

は
い
。

全
く
…

暗
い
話
、
黒
い
話
が
だ
ぁ
い
好
き
な
鼎
都
で
す
。

（
す
み
ま
せ
ん
…
；
）
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注
意
事
項
的
な

こ
の
小
説
は
今
ま
で
通
り
、
グ
ロ
及
び
残
酷
な
描
写
含
め
、
様
々
な
暗
黒
シ
ー

ン
が
恐
ら
く
出
て
き
ま
す
。

真
っ
赤
な
大
輪
。

血
飛
沫

血
の
雨
＆
血
の
海

殺
戮
衝
動

な
ど
な
ど
…
…
あ
ん
ま
り
ど
こ
ろ
か
下
手
す
ぎ
ま
す
け
ど
ね
…
。

１
５
歳
未
満
は
絶
対
に
読
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

変
な
影
響
を
…
与
え
て
し
ま
う
…
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら
。

す
み
ま
せ
ん
。

病
ん
じ
ゃ
っ
て
る
子

ヤ
ン
デ
レ

背
景
が
灰
、
黒
、
赤

と
か
、
好
き
過
ぎ
て
や
ば
い
と
い
う
人
間
的
に
も
終
わ
っ
て
そ
う
な
奴
で
す
ん

で
…
は
い
。
す
み
ま
せ
ん
。
（
お
も
っ
き
し
自
己
主
張
＆
自
己
意
見
）

と
い
う
こ
と
で
、
ま
ぁ
と
り
ま
１
５
歳
過
ぎ
て
て
多
少
の
グ
ロ
な
ら
Ｏ
Ｋ
だ
よ
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！
と
ク
リ
ア
し
た
方
は
次
の
キ
ャ
ラ
紹
介
か
ら
ど
う
ぞ
。

キ
ャ
ラ
は
本
当
に
雑
多
で
す
。

で
は
…
偽
り
に
続
き
ヤ
ン
デ
レ
っ
ぽ
い
の
を
…
ヤ
ン
デ
レ
？
弑
紀
ち
ゃ
ん
は
…

た
だ
の
病
ん
じ
ゃ
っ
て
る
子
？

と
い
う
こ
と
で
、
ま
あ
、
た
だ
の
病
ん
じ
ゃ
っ
て
る
子
た
ち
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
と
と
も
に
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
な
ぁ
…
と
思
い
ま
す
。
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人
物
（
前
書
き
）

簡
単
な
キ
ャ
ラ
紹
介
で
す
。

随
時
更
新
し
て
い
こ
う
と
か
思
い
ま
す
が
、
キ
ャ
ラ
が
出
る
た
ん
び
に
（
新
キ

ャ
ラ
が
）
全
然
設
定
を
考
え
ず
に
出
す
も
の
で
書
こ
う
と
も
書
け
な
い
バ
カ
で

す
。

忘
れ
る
と
い
う
オ
チ
も
無
論
あ
り
ま
す
…
申
し
訳
な
い
…

努
力
は
…
致
し
ま
す
…
。

Ｈ
↓
身
長

Ｗ
↓
体
重

Ｏ
↓
年
齢

Ｂ
↓
誕
生
日
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人
物

御
坂
　
殲
≪
み
さ
か
　
せ
ん
≫

Ｈ
：
１
７
２

Ｗ
：
５
７

Ｏ
：
１
５

Ｂ
：
１
２
．
２
４

黒
髪
黒
目
、
地
味
キ
ャ
ラ

授
業
中
や
必
要
時
の
み
眼
鏡
（
黒
縁
の
通
常
眼
鏡
）

武
器
↓
日
本
刀
（
斬
雪
）

草
部
　
正
芳
≪
く
さ
べ
　
ま
さ
よ
し
≫
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Ｈ
：
１
７
０

Ｗ
：
６
０

Ｏ
：
１
５

Ｂ
：
１
０
．
２
７

ス
ポ
ー
ツ
系
少
年
ぽ
い
文
系
少
年
。

短
髪
茶
髪
鳶
目

武
器
↓
銃
（
二
丁
銃
）

城
之
崎
　
結
城
≪
き
の
さ
き
　
ゆ
う
き
≫

Ｈ
：
１
８
０

Ｗ
：
６
８

Ｏ
：
１
７

Ｂ
：
２
．
１
８
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ツ
リ
目
、
モ
デ
ル
ス
タ
イ
ル
の
か
っ
こ
い
い
系

生
徒
会
長
で
、
仕
事
時
、
授
業
時
は
眼
鏡
（
赤
縁
）

金
茶
の
髪
蒼
眼

武
器
↓
鎖
鎌

稟
議
　
交
喙
≪
り
ん
ぎ
　
い
す
か
≫

Ｈ
：
１
６
２

Ｗ
：
５
０

Ｏ
：
１
６

Ｂ
：
４
．
１

垂
れ
目
の
美
人
で
可
愛
い
子
。

き
ち
っ
と
す
れ
ば
ち
や
ほ
や
さ
れ
る
よ
う
な
子
。

無
造
作
に
髪
を
放
り
似
合
わ
な
い
眼
鏡
（
伊
達
）
を
か
け
て
い
る
。

紺
色
の
髪
、
金
の
目

武
器
↓
短
刀
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桔
梗
　
要
≪
き
き
ょ
う
　
か
な
め
≫

Ｈ
：
１
７
５

Ｗ
：
６
３

Ｏ
：
１
７

Ｂ
：
６
．
１
３

狐
目
の
美
人
さ
ん
。

艶
や
か
な
黒
髪
、
茶
目
。

極
度
の
潔
癖
症
。

武
器
↓
毒
物
、
爆
薬
、
ラ
イ
フ
ル
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン

瀬
和
木
　
緑
≪
せ
わ
ぎ
　
り
ょ
く
≫
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Ｈ
：
１
８
２

Ｗ
：
７
２

Ｏ
：
１
７

Ｂ
：
３
．
３
１

焦
茶
髪
茶
目

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
身
に
つ
け
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス
が
長
け
て
い
る
。

武
器
↓
両
刀
ナ
イ
フ
　
　
　
↑
刃
・
柄
・
刃
↓

橘
　
蒐
≪
た
ち
ば
な
　
そ
う
≫

Ｈ
：
１
８
４

Ｗ
：
７
３

Ｏ
：
１
８
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Ｂ
：
４
．
６

武
器
⇒
針

睦
　
悠
都
≪
む
つ
　
ゆ
う
と
≫

Ｈ
：
１
８
５

Ｗ
：
７
５

Ｏ
：
２
７

結
婚
は
し
て
い
な
い

黒
髪
深
緑
目

学
園
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
、
染
ま
っ
て
い
る
。

一
応
バ
イ
で
、
バ
リ
タ
チ
。

武
器
↓
主
に
銃



16

李
　
粥
≪
り
　
い
く
≫

Ｈ
：
１
７
７

Ｗ
：
６
６

Ｏ
：
１
６
歳
（
？
）
　
高
２
に
籍
を
置
い
て
い
る
（
一
応
）

Ｂ
：
７
．
１
４

純
中
国
人
だ
が
、
日
本
語
は
ス
ラ
ス
ラ
。

中
国
で
も
最
強
最
大
規
模
の
マ
フ
ィ
ア
の
息
子
だ
と
か
噂
さ
れ
て
い
る
が
真
実

は
闇
。

神
出
鬼
没
で
、
気
配
を
消
す
の
が
上
手
い
。

授
業
に
も
ま
と
も
に
出
て
い
な
い
。

気
配
を
消
す
以
外
に
、
読
む
こ
と
も
得
意
と
す
る
。

武
器
⇒
不
明
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陵
　
鷲
≪
み
は
か
　
し
ゅ
う
≫

双
子
の
兄
。

悪
戯
好
き
だ
が
、
ち
ゃ
ん
と
限
度
は
考
え
る
。

弟
想
い
。

陵
　
鷦
≪
み
は
か
　
し
ょ
う
≫

双
子
の
弟
。

悪
戯
好
き
で
や
ん
ち
ゃ
。

危
険
な
事
に
ま
で
手
を
突
っ
込
ん
で
し
ま
う
。

Ｈ
：
１
６
８

Ｗ
：
５
５

Ｏ
：
１
５

Ｂ
：
９
．
９

武
器
⇒
ナ
イ
フ

ナ
イ
フ
の
刃
渡
り
は
５
ｃ
ｍ
～
１
０
ｃ
ｍ
と
、
様
々
。

器
用
に
使
い
こ
な
し
、
双
り
で
操
る
。

一
人
で
も
可
能
だ
が
、
双
り
の
方
が
効
果
が
絶
大
。
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一
卵
性
の
双
子
で
、
そ
っ
く
り
さ
ん
。

過
去
に
、
ク
ラ
ス
が
別
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
よ
く
入
れ
替
わ
っ
て
い
た
が
、

先
生
方
の
会
議
の
結
果
、
入
れ
替
わ
っ
て
も
ら
っ
て
は
困
る
と
い
う
こ
と
で
、

そ
れ
か
ら
同
じ
ク
ラ
ス
に
さ
れ
た
。

（
双
子
の
策
略
ど
お
り
）
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ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
（
前
書
き
）

時
に
ア
ナ
タ
は
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
い
う
名
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
を
経
験
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？
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ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ

『
な
ぁ
…
お
前
は
、
死
を
、
死
と
い
う
も
の
を
考
え
た
こ
と
は
あ
る
か
？
』

目
の
前
の
少
年
は
訪
ね
る
。

そ
こ
に
は
少
年
一
人
し
か
い
な
い
の
に
。

誰
に
…
で
は
な
く
、
誰
か
に
。

誰
か
に
…
で
は
な
く
、
空
虚
に
。

彼
は
“
空
”
を
見
上
げ
て
、
仰
ぎ
見
て
、
儚
げ
な
声
で
言
う
。

問
う
。
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『
お
前
は
、
生
と
境
、
死
と
境
、
無
と
有
を
考
え
た
こ
と
は
、
感
じ
た
こ
と
は

あ
る
か
？
』

Ｂ
ｌ
ｏ
ｏ
ｄ
 

Ｓ
ｈ
ｅ
ｄ
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愛
す
る
も
の
を

守
る
た
め
か
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愛
し
て
し
ま
っ
た
も
の
を

殺
す
た
め
か

“
人
”
を
手
に
入
れ

制
御
不
可
で
あ
る
た
め
か

何
れ
に
せ
よ
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最
後
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 

“
死
”
の
選
択
の
み

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
か
残
ら
な
い
。
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悲
し
き
も
の
は
溺
れ
る

嬉
し
き
も
の
は
跳
ね
る

哀
れ
な
も
の
は
投
げ
る

怒
れ
る
も
の
は
掲
げ
る

犠
牲
に

偽
善
に

狂
気
に
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憎
悪
に

狂
う
狂
う

人
の
中
は
真
っ
黒

黒
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黒そ
ん
な
時
代
に

生
死
は
必
ず
存
在

存
在

危
険
を

回
避
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不
可
能

可
能

戦
闘

エ
ラ
ー
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弱
肉
強
食

全
て
は
 
 
 
 
 

力
の
み
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己
を
信
じ
る
の
み
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２
（
前
書
き
）

生
死
の
境
を
共
感
、
ま
た
は
体
験
、
あ
る
い
は
理
論
付
け
て
み
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？
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２
人
は
笑
う
。

人
は
喜
ぶ
。

人
は
嘆
く
。

人
は
怒
る
。

人
は
悲
し
む
。

人
は
哀
れ
む
。

人
は
想
う
。

人
は
思
う
。

人
は
考
え
る
。

人
は
覚
え
る
。

人
は
読
む
。
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人
は
書
く
。

人
は
持
つ
。

人
は
愛
す
。

人
は
会
う
。

人
は
似
る
。
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人
は
死
ぬ
。

人
は
生
き
る
。

人
は
生
ま
れ
る
。

人
は
死
に
逝
く
。

人
は

人
は

人
は



35

人
は
 
 
 
 
 
 

人
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

殺
す
。
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愛
が
故

哀
が
故



37

悲
が
故

怒
が
故

な
ど
と

理
由
を
つ
け
て
み
れ
ば
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全
て
が
正
当
化
さ
れ
た
よ
う
に
、
見
え
て
し
ま
う
現
実
。

そ
し
て
、
現
実
と
い
う
名
の
幻
に
身
を
潜
め
、
生
き
て
い
く
し
か
な
い
闇
の
幻

想
。

理
想
郷
を
信
じ
、
生
き
る
も
の
の
影
の
中
に
潜
む
光
と
真
実
。

何
が
正
し
く
て

何
が
欺
か
れ

何
が
正
当
で

何
が
偽
善
で

何
が
疑
惑
か

何
が
嘘
な
の
か
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何
が
真
実
か

何
れ
も

人
だ
け
で
は

た
ど
り
着
け
な
い
で
あ
ろ
う
。

何
故
な
ら
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人
は

人
を

人
と
し
か

見
な
い
か
ら
。

そ
れ
に
は

人
が
情
を
持
つ
こ
と
に
関
係
す
。

否
。
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そ
れ
な
ら
ば
、
“
死
人
”
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
？
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３
（
前
書
き
）

嘘
か
真
か
、
ア
ナ
タ
は
正
し
い
決
断
を
し
よ
う
と
見
誤
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
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３
「
殺
れ
。
“
死
神
”
」

「
Ｙ
ｅ
ｓ
，
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
」
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時
に
残
酷
な
目
を
見
せ
、
時
に
残
酷
な
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

そ
し
て
、

時
に
儚
げ
な
瞳
を
見
せ
、
時
に
幻
想
を
抱
く
眼
を
浮
か
べ
る
。

恐
怖
。

畏
怖
。

絶
望
。
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希
望
。

感
情
。

思
考
。

思
想
。

空
想
。

架
空
。

虚
無
。

彼
に
は
何
も
な
い
。

“
無
”
と
い
う
も
の
す
ら
皆
無
。
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彼
は
“
空
”
。

空
っ
ぽ
の
“
空
”
だ
。
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「
任
務
完
了
。
直
ち
に
帰
還
い
た
し
ま
す
」

彼
の
名
前
は
“
空
”
。

コ
ー
ド
ネ
ー
ム
は
“
死
神
”
。

彼
の
存
在
は
完
全
な
る
“
闇
”
と
“
陰
”
。

彼
を
見
し
時
は
、
己
の
死
で
あ
る
。
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赤
い
瞳
。

暗
闇
に
光
を
散
ら
す
、
白
い
髪
。

黒
装
束
の
よ
う
に
、
黒
一
つ
し
か
身
に
纏
わ
ぬ
彼
。

死
神
た
る
所
以
は
、
彼
の
“
残
酷
”
さ
で
あ
っ
た
。



49
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４
（
前
書
き
）

ア
ナ
タ
は
愛
す
人
の
た
め
に
尽
く
し
ま
す
か
？
そ
れ
と
も
尽
く
さ
れ
た
い
で
す

か
？
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４
指
示
。

命
令
。

依
頼
。

彼
が
動
く
と
き
は
こ
れ
ら
が
な
け
れ
ば
絶
対
に
な
い
。

「
人
を
殺
せ
」

と
い
わ
れ
れ
ば
、
人
を
殺
し
、

「
人
を
助
け
ろ
」
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と
い
わ
れ
れ
ば
、
人
を
助
け
る
。

そ
し
て
、

「
自
分
を
殺
せ
」

と
い
わ
れ
れ
ば
、
間
違
い
な
く
、
己
に
自
身
の
刃
を
つ
き
た
て
る
こ
と
だ
ろ
う
。

彼
は
従
順
な
犬
。

感
情
を

皆
無
に
。

生
き
る
屍
。

狂
気
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狂
喜

狂
う
こ
と
の
う
れ
し
さ
。

そ
れ
こ
そ
が
快
楽
。

彼
は
“
自
分
”
が
分
か
ら
ず
、
“
己
”
を
知
ら
ず
し
て
生
を
続
け
る
。

彼
の
意
識
は
無
。

彼
の
無
意
識
は
有
。
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彼
は
完
全
な
る
操
り
人
形
。

生
き
た
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
だ
っ
た
。
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「
死
を
与
え
る
」

「
ヒ
ッ
！
！
！
ひ
ぎ
ゃ
っ
ぁ
ぁ
あ
っ
ぐ
ぅ
う
あ
ぎ
ゃ
」

一
太
刀
。

一
閃
の
流
れ
る
刃
。
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彼
は
、
必
ず
「
一
太
刀
」
で
仕
留
め
る
。

そ
れ
が
、
決
ま
り
。

そ
れ
が
、
お
き
て
。

「
ご
苦
労
で
あ
っ
た
。
死
神
。
部
屋
へ
戻
り
、
休
み
た
ま
え
」

「
Ｙ
ｅ
ｓ
，
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
」
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彼
に
許
さ
れ
た
言
葉
は
そ
れ
だ
け
だ
。

否
定
も

批
判
も

意
見
も

全
て
全
て
が
禁
止
。
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そ
れ
が
彼
へ
の
、
生
。

与
え
ら
れ
た
、
死
ま
で
の
生
の
道
。

生
き
る
象
徴
。

彼
の
生
き
が
い
。
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５
（
前
書
き
）

ア
ナ
タ
は
人
間
を
何
と
思
っ
て
い
ま
す
か
？
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５
「
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
」

「
来
た
か
。
今
ま
で
散
々
、
情
を
捨
て
ろ
と
言
っ
て
き
た
が
、
今
回
は
別
だ
。

お
前
を
“
作
れ
”
」

作
る
。

造
る
。

創
る
。

?
原
料
・
材
料
・
素
材
な
ど
に
手
を
加
え
た
り
部
品
を
組
み
立
て
た
り
し
て
、
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あ
る
ま
と
ま
っ
た
も
の
を
新
た
に
生
み
出
す
。

?
組
織
・
制
度
・
仕
組
み
な
ど
を
新
し
く
生
み
出
す
。

?
（
苦
心
や
努
力
に
よ
っ
て
）
あ
る
環
境
や
雰
囲
気
な
ど
を
生
み
出
す
。

?
次
世
代
の
生
命
体
を
新
し
く
生
み
出
す
。

?
（
教
育
や
訓
練
に
よ
っ
て
）
好
ま
し
い
人
材
や
健
全
な
精
神
・
肉
体
を
生
み

出
す
。

?
土
を
耕
す
こ
と
に
よ
っ
て
作
物
を
育
て
る
環
境
を
生
み
出
す
。
ま
た
、
そ
れ

に
よ
っ
て
作
物
を
生
産
す
る
。

?
素
材
に
手
を
加
え
て
別
の
も
の
に
変
え
る
。
～
に
す
る
。

?
あ
る
と
こ
ろ
に
新
し
い
特
徴
的
な
あ
る
も
の
を
生
じ
さ
せ
る
。
〔
意
図
的
な

行
為
に
も
そ
う
で
な
い
行
為
に
も
言
う
〕

?
新
た
に
財
産
を
築
い
た
り
資
金
を
調
達
し
た
り
す
る
。

?
あ
る
特
徴
的
な
事
柄
を
新
た
に
生
み
出
す
。

?
物
事
の
原
因
や
基
盤
を
新
た
に
生
み
出
す
。

?
そ
う
い
う
立
場
や
対
人
関
係
に
あ
る
人
を
新
た
に
生
み
出
す
。

?
こ
と
さ
ら
に
そ
う
い
う
表
情
や
態
度
を
す
る
。
ま
た
、
口
実
や
う
そ
の
話
な

ど
を
こ
し
ら
え
る
。
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?
複
数
の
も
の
が
寄
り
集
ま
っ
て
、
あ
る
ま
と
ま
っ
た
形
の
も
の
を
生
じ
さ
せ

る
。
形
成
す
る
。

?
人
が
体
（
の
一
部
）
を
使
っ
て
文
字
や
図
形
を
生
じ
さ
せ
る
。

?
そ
う
い
う
と
時
間
や
状
況
を
生
じ
さ
せ
る
。

?
人
の
行
動
や
自
然
の
作
用
が
あ
る
現
象
・
状
態
・
物
質
な
ど
を
生
じ
さ
せ
る
。

?
〔
慣
用
句
的
に
〕
あ
る
行
為
に
よ
っ
て
貸
し
借
り
の
関
係
を
生
じ
さ
せ
る
。

?
《
「
罪
を
作
る
」
の
形
で
》
あ
る
行
為
に
よ
っ
て
罪
を
生
じ
さ
せ
る
。
罪
を

犯
す
。

?
《
「
時
を
作
る
」
の
形
で
》
鶏
が
鳴
い
て
朝
が
来
た
こ
と
を
告
げ
る
。
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“
つ
く
る
”
に
つ
い
て
。

よ
く
は
分
か
ら
な
い
。

そ
ん
な
彼
に
と
っ
て
、
“
つ
く
る
”
こ
と
の
意
味
は
、
ど
う
い
っ
た
も
の
と
な

り
え
る
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
も
、
彼
は
分
か
ら
ず
ま
ま
に
応
え
る
。

「
Ｙ
ｅ
ｓ
，
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
」
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彼
自
身
、
彼
の
中
身
が
分
か
っ
て
い
な
い
。

そ
も
そ
も
、
自
分
が
何
で
あ
っ
て
、
自
分
が
何
を
す
べ
き
で
、
ど
う
い
っ
た
存

在
で
あ
っ
て
、
自
分
が
何
な
の
か
。

彼
に
は
わ
か
ら
な
い
。

わ
か
る
必
要
が
無
い
と
教
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
。

そ
れ
な
ら
ば
、
必
要
最
低
限
の
こ
と
し
か
し
な
い
彼
に
と
っ
て
そ
れ
は
“
知
る

必
要
の
無
い
こ
と
”
。

そ
の
辺
を
歩
く
一
般
人
な
ら
応
え
る
だ
ろ
う
。

「
私
は
○
○
○
○
。
私
は
学
生
。
私
は
家
族
の
中
の
末
っ
子
。
私
は
人
間
」

こ
ん
な
簡
単
な
答
え
で
さ
え
も
、
彼
は
答
え
ら
れ
な
い
。
答
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
だ
っ
た
。
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令
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学
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』
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簡
単
な
通
知
。

彼
に
届
く
命
令
書
と
い
う
も
の
は
、
全
て
簡
単
な
言
葉
で
し
か
書
か
れ
て
い
な

い
。

潜
入
せ
よ
と
い
う
言
葉
に
、
彼
は
忠
実
に
従
い
春
の
入
学
に
向
け
、
準
備
を
す

る
。

潜
入
後
、
何
か
し
ら
の
命
令
が
あ
る
ま
で
待
機
。

そ
れ
ま
で
は
恐
ら
く
、
そ
こ
ら
の
学
生
と
同
じ
よ
う
に
“
学
生
”
と
し
て
生
き

る
こ
と
だ
ろ
う
。

大
き
な
変
化
と
い
う
も
の
を
感
じ
る
だ
ろ
う
か
。

大
き
な
進
化
と
い
う
も
の
を
感
じ
る
だ
ろ
う
か
。

大
き
な
存
在
と
い
う
も
の
を
感
じ
る
だ
ろ
う
か
。

彼
に
は
ま
だ
何
も
わ
か
ら
な
い
。
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学
校
と
い
う
存
在
。

人
間
と
い
う
存
在
。

そ
れ
ら
が
対
等
で
あ
る
こ
と
。

そ
れ
ら
が
ま
だ
生
き
て
い
る
こ
と
。

そ
れ
ら
が
普
通
に
接
す
る
こ
と
。

彼
に
は
ま
だ
未
知
な
る
世
界
。
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６
（
前
書
き
）

空
を
見
上
げ
た
と
き
、
貴
方
に
は
何
が
見
え
、
何
を
思
い
、
何
を
考
え
ま
す
か

？
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６
見
上
げ
た
空
は
遠
く

見
上
げ
た
空
は
近
く

見
上
げ
た
空
は
青
く

見
上
げ
た
空
は
黒
く
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溺
れ
る

溺
れ
る

深
い

深
い

暗
闇
の
奥
底
へ
と

沈
む
　
　
　
　
沈
む



71

ボ
ク
ハ
ナ
ン
ダ
？

オ
レ
ハ
ナ
ン
ダ
？
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”
コ
レ
”
ハ
ナ
ン
ダ
？
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悲
し
み

哀
し
み

愛
し
み
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あ
あ

嗚
呼
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こ
れ
は
“
無
”

ボ
ク
ハ
”
ム
”
ダ
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オ
レ
ハ
”
ム
”
ダ
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空
虚

虚
無
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空
白
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「
何
も
考
え
な
く
て
い
い
」

│
│
│
│
Ｙ
ｅ
ｓ

「
何
も
思
わ
な
く
て
い
い
」

│
│
│
│
Ｙ
ｅ
ｓ
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「
お
前
は
空
。
そ
し
て
、
死
神
」

│
│
│
│
Ｙ
ｅ
ｓ

「
さ
ぁ
い
っ
て
お
い
で
。
私
の
可
愛
い
可
愛
い
死
神
」
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（
憐
れ
な
る
“
人
間
兵
器
”
よ
）

│
│
│
│
Ｙ
ｅ
ｓ
，
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
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憐
れ
な
飼
い
犬
と
編
入
生
（
前
書
き
）

闇
に
溺
れ
、
光
す
ら
届
か
ぬ
世
界
。
貴
方
な
ら
…
耐
え
れ
ま
す
か
？
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憐
れ
な
飼
い
犬
と
編
入
生

　
そ
の
ク
ラ
ス
に
、
嵐
が
巻
き
起
こ
っ
た
の
は
つ
い
数
分
…
否
、
数
秒
前
。

朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
行
う
た
め
に
担
任
が
時
間
通
り
に
来
た
こ
と
か
ら
始
ま

っ
た
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
不
真
面
目
と
も
言
え
る
そ
の
ク
ラ
ス
の
担
任
が
Ａ
Ｍ

８
：
３
０
と
い
う
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
開
始
時
刻
を
守
っ
て
く
る
こ
と
が
有
り
得
な

い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
も
、
昨
日
に
伝
え
忘
れ
て
い
た
と
い
う
、
本
日
の
日
課
の
変
更
と
“
編
入

生
”
が
く
る
と
い
う
連
絡
を
す
る
た
め
に
。

本
日
の
日
課
に
つ
い
て
、
昨
日
の
昼
休
み
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
に

担
任
は
す
っ
か
り
と
い
う
よ
り
さ
っ
ぱ
り
と
忘
れ
て
い
た
ら
し
く
皆
は
既
に
本

日
、
水
曜
日
で
あ
る
日
課
を
用
意
し
眩
し
い
朝
日
に
晒
さ
れ
な
が
ら
も
登
校
し

て
き
た
。

急
な
連
絡
を
聞
き
改
め
て
変
更
と
な
っ
た
日
課
の
容
易
を
す
る
こ
と
は
既
に
、

確
実
に
無
理
な
時
間
帯
。

全
て
は
全
て
、
担
任
の
所
為
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
担
任
は
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
編
入
所
為
に
つ
い
て
語
る
。

本
当
に
ど
う
か
し
て
る
よ
。
と
嘆
い
て
い
る
も
の
は
数
多
く
、
恐
ら
く
は
ク
ラ

ス
全
員
が
思
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
ほ
い
ほ
い
、
じ
ゃ
あ
、
編
入
生
に
つ
い
て
だ
が
、
何
か
小
難
し
い
と
こ
ろ
か
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ら
来
た
ら
し
い
か
ら
仲
良
く
し
た
っ
て
な
。
学
校
内
の
案
内
は
適
当
に
誰
か
し

て
や
っ
て
く
れ
。
基
本
的
な
と
こ
で
い
い
か
ら
。
特
別
教
室
と
か
は
…
ま
ぁ
、

勝
手
に
覚
え
る
だ
ろ
う
か
ら
よ
。
ん
じ
ゃ
あ
、
俺
は
行
く
。
精
々
、
や
や
こ
し

い
問
題
を
起
こ
し
て
く
れ
る
な
よ
。
バ
カ
共
」

そ
れ
が
、
生
徒
に
対
し
て
言
う
台
詞
か
！
と
誰
も
が
突
っ
込
ん
だ
と
思
う
。

そ
れ
で
も
、
平
気
で
さ
っ
て
い
く
担
任
と
何
も
言
わ
な
い
皆
に
対
し
、
誰
も
が

す
ご
い
学
級
だ
と
思
う
こ
と
だ
ろ
う
。

ガ
ラ
リ
と
、
音
が
し
た
方
へ
皆
の
視
線
が
集
ま
る
。

先
程
、
担
任
が
出
た
ド
ア
が
再
び
開
き
、
一
人
の
生
徒
が
今
日
室
内
へ
入
る
。

黒
髪
に
、
黒
目
、
黒
フ
レ
ー
ム
の
至
っ
て
普
通
の
男
子
。

お
そ
ら
く
、
彼
が
担
任
の
言
っ
て
い
た
“
編
入
生
”
な
の
だ
ろ
う
。

「
初
め
ま
し
て
。
御
坂
殲
と
言
い
ま
す
。
途
中
入
学
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

み
さ
か
　
せ
ん

し
ま
す
」

淡
々
と
し
た
口
調
に
、
礼
儀
正
し
い
振
る
舞
い
。

そ
れ
が
普
通
な
の
だ
ろ
う
。
挨
拶
を
し
た
後
に
礼
儀
正
し
く
お
辞
儀
を
し
て
い

る
。

手
に
は
重
そ
う
な
全
教
科
の
教
科
書
を
持
っ
て
い
る
。
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回
り
か
ら
は
“
普
通
”
と
い
う
彼
の
印
象
に
心
を
開
き
、
気
さ
く
に
よ
ろ
し
く

と
声
を
か
け
る
。

開
い
て
い
る
席
は
１
つ
し
か
な
い
た
め
、
皆
か
ら
の
挨
拶
を
受
け
る
と
重
そ
う

な
教
科
書
を
持
ち
直
し
席
へ
と
座
る
。

そ
し
て
、
漸
く
重
そ
う
な
教
科
書
を
置
く
と
ほ
っ
と
一
息
つ
い
た
。

「
今
日
は
、
木
曜
日
課
だ
と
よ
。
予
定
表
の
プ
リ
ン
ト
も
ら
っ
た
か
？
」

「
あ
、
え
っ
と
…
は
い
。
あ
り
ま
す
ね
」

「
敬
語
じ
ゃ
な
く
て
い
い
ぜ
。
俺
、
草
部
正
芳
。
正
芳
で
い
い
ぜ
」

く
さ
べ
　
ま
さ
よ
し

「
う
、
う
ん
。
俺
は
え
っ
と
…
殲
で
い
い
よ
」

「
お
う
！
よ
ろ
し
く
な
」

短
髪
に
茶
髪
。

ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
人
間
に
し
か
見
え
な
い
彼
は
根

っ
か
ら
の
文
化
系
で
、
万
年
図
書
委
員
や
放
送
部
、
文
学
部
な
ど
と
い
っ
た
文

系
の
部
や
委
員
会
に
所
属
し
て
い
る
。
現
在
進
行
系
で
、
美
術
部
兼
文
学
部
だ

っ
た
り
す
る
。

予
鈴
の
後
、
本
鈴
が
な
る
と
同
時
に
ク
ラ
ス
内
の
生
徒
全
員
が
席
に
つ
く
。
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御
坂
殲
、
彼
も
ま
た
い
そ
い
そ
と
一
時
限
目
の
用
意
を
し
、
大
人
し
く
座
っ
た
。

こ
こ
、
朱
鷺
翔
学
園
高
等
学
部
は
通
常
の
普
通
科
目
、
実
技
科
目
と
特
殊
科
目

を
修
得
で
き
、
さ
ら
に
は
”
戦
闘
”
に
お
け
る
基
礎
基
本
含
め
発
展
を
学
べ
る
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場
で
も
あ
る
。

生
徒
の
殆
ど
が
国
家
を
支
配
、
ま
た
は
動
か
す
立
場
に
あ
る
お
偉
い
軍
人
や
政

治
家
に
位
置
す
る
親
を
持
ち
、
欲
望
を
抱
き
親
に
操
ら
れ
る
が
ま
ま
に
、
親
の

権
力
を
振
り
回
す
が
ま
ま
に
楽
で
自
分
に
と
っ
て
得
に
な
る
生
き
方
で
生
き
て

い
た
。

欲
望
と
快
楽
に
染
ま
り
狂
う
学
園
内
。

“
全
寮
制
男
子
校
”
と
い
う
肩
書
き
も
あ
り
、
思
春
期
で
あ
る
彼
ら
に
と
っ
て

一
番
貪
欲
な
の
は
“
性
欲
”
で
あ
る
。

つ
ま
り
は
、
学
園
創
立
以
来
女
の
子
と
の
関
わ
り
合
い
の
な
い
学
園
内
で
は
性

欲
の
塊
が
蔓
延
り
同
性
愛
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
。

ホ
モ
、
ゲ
イ
、
バ
イ
と
い
っ
た
完
全
に
男
し
か
無
理
な
も
の
や
女
で
も
男
で
も

ど
ち
ら
で
も
と
い
う
人
間
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
“
戦
闘
”
に
至
っ
て
は
全
国
有
数
の
学
校
で
あ
る
た
め
そ
れ
な
り

に
優
秀
な
も
の
が
多
い
。

そ
し
て
、
そ
れ
な
り
に
、
こ
の
学
園
に
は
“
た
だ
の
子
供
”
と
言
わ
れ
る
“
戦

闘
に
特
化
”
し
た
生
徒
に
は
相
応
し
い
よ
う
で
相
応
し
く
な
い
“
闇
”
と
“
悪

”
が
漂
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
同
時
に
、
新
た
な
る
“
事
件
”
と
“
事
故
”
と
称
さ
れ
る
最
悪
の
出
来

事
の
予
兆
だ
っ
た
。
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２
（
前
書
き
）

無
。
闇
。
死
。
　
貴
方
は
何
も
知
り
ま
せ
ん
。
…
世
界
を
知
り
た
い
と
思
い
ま

す
か
？
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２
「
宜
し
か
っ
た
の
で
す
か
？
」

黒
い
き
っ
ち
り
と
し
た
ス
ー
ツ
に
、
身
を
包
み
、
礼
儀
正
し
く
起
立
し
て
い
る

男
が
問
う
。

「
愚
問
だ
な
。
私
に
は
、
私
に
し
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
同
様
に
、
あ

の
子
に
し
か
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
あ
の
子
が
”
自
分
に
し
か
見
え
な
い

世
界
”
を
見
つ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
…
と
私
は
考
え
て
い
る
の
だ
。
憐
れ

な
子
だ
よ
。
私
に
は
そ
う
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
全
て
は
彼
奴
次
第
だ
っ

た
か
ら
ね
。
多
少
な
り
と
も
、
あ
の
子
に
幸
福
が
訪
れ
る
こ
と
を
祈
る
よ
」

あ
っ
さ
り
と
返
答
さ
れ
た
、
男
は
ぐ
っ
と
黙
る
。

そ
し
て
、
渦
巻
く
沸
き
立
つ
疑
問
。

「
貴
方
様
は
一
体
、
”
ど
ち
ら
”
の
味
方
な
の
で
す
か
？
」

「
そ
れ
こ
そ
愚
問
だ
。
私
の
興
味
と
本
心
、
願
い
と
望
み
。
あ
の
子
た
ち
の
未

来
は
決
め
ら
れ
て
は
い
け
な
い
。
決
め
な
い
と
い
け
な
い
。
お
前
も
分
か
る
だ

ろ
う
？
今
は
、
幸
せ
か
？
」

男
の
問
い
に
、
さ
ら
に
答
え
る
。

周
り
か
ら
は
冷
血
で
、
尋
常
で
は
な
い
こ
と
を
す
る
人
物
。

彼
の
す
る
こ
と
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
。
分
か
り
よ
う
も
な
い
。



91

「
失
礼
致
し
ま
し
た
」

「
い
や
。
い
い
。
そ
ん
な
こ
と
も
面
白
い
」

満
足
げ
に
笑
う
と
、
自
身
の
席
を
立
ち
、
ど
こ
か
へ
と
去
っ
た
。

男
は
そ
の
後
ろ
姿
を
静
か
に
見
送
っ
た
。

「
憐
れ
だ
な
。
あ
い
つ
も
あ
の
子
も
、
…
あ
あ
、
あ
の
子
。
そ
う
い
え
ば
…
道

を
外
し
た
か
…
？
」

自
問
自
答
。

独
り
言
を
呟
く
、
紳
士
の
よ
う
に
き
っ
ち
り
と
し
た
男
。

「
先
が
楽
し
み
だ
な
」

一
人
、
平
然
と
笑
う
。

黒
い
黒
い
渦
へ
と
巻
き
込
ま
れ
る
”
あ
の
子
た
ち
”
と
”
あ
い
つ
”
、
そ
し
て

そ
の
周
り
の
人
間
。

「
私
が
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
幕
が
上
が
ら
な
い
の
を
祈
る
よ
。
”
ソ
ラ
”
」
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「
な
ぁ
」

呼
び
か
け
。
意
識
。

「
…
…
あ
。
…
僕
で
す
か
？
」

気
づ
く
、
応
答
。
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「
そ
う
そ
う
。
ミ
サ
カ
　
セ
ン
。
何
で
途
中
編
入
し
て
き
た
ん
だ
？
あ
、
違
う

か
。
入
学
？
」

質
問
、
返
答
。

「
色
々
あ
り
ま
し
て
…
書
類
の
提
出
と
か
い
ろ
ん
な
も
の
が
遅
れ
て
、
遅
く
な

っ
た
ん
で
す
」

詳
細
、
返
答
。

「
ふ
ー
ん
。
あ
、
そ
う
そ
う
。
俺
同
室
だ
か
ら
よ
ろ
し
く
」

挨
拶
。
返
す
と
い
う
”
ジ
ョ
ウ
シ
キ
”
。

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
え
っ
と
…
貴
方
は
？
」

聞
く
。
相
手
を
知
る
。
理
解
。

「
俺
、
木
嶋
純
。
授
業
終
わ
っ
た
か
ら
寮
行
く
ぞ
。
ど
う
せ
何
も
言
わ
れ
て
ね

ぇ
ん
だ
ろ
？
」

理
解
。
応
答
。
返
答
。

「
お
願
い
し
ま
す
」

お
礼
。
礼
儀
。
お
願
い
。
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「
小
難
し
い
と
思
う
」

最
初
に
言
わ
れ
た
言
葉
に
少
々
驚
い
た
。

普
段
、
何
時
何
処
で
死
ん
で
も
可
笑
し
く
な
い
環
境
下
に
置
か
れ
て
い
る
た
め

驚
く
な
ど
と
い
う
言
葉
は
と
う
の
昔
に
消
え
て
い
た
。

し
か
し
、
今
回
ば
か
り
は
予
想
外
の
こ
と
で
驚
く
。

「
今
回
、
途
中
入
学
す
る
子
は
特
殊
で
ね
、
特
別
で
は
な
く
特
殊
な
ん
だ
。
分
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か
る
か
ね
？
そ
の
子
に
つ
い
て
は
き
み
に
し
か
教
え
な
い
。
理
解
し
て
く
れ
る

か
い
？
他
人
に
漏
ら
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
く
れ
」

「
は
い
」

面
と
向
か
う
男
に
返
事
を
す
る
。

正
直
、
こ
の
男
は
苦
手
と
し
て
い
た
。
何
故
か
。

誰
で
も
”
苦
手
”
ま
た
は
”
嫌
い
”
と
い
う
だ
ろ
う
。

何
し
ろ
、
こ
の
学
園
。

今
現
在
俺
が
入
学
し
、
在
学
中
の
俺
が
い
る
こ
の
学
園
の
総
責
任
者
。

つ
ま
り
は
、
”
理
事
長
”
で
あ
り
、
こ
の
学
園
の
”
最
高
権
力
者
”
で
あ
り
、

肩
書
き
は
他
に
も
あ
る
。

軍
直
轄
の
学
園
、
学
校
等
の
理
事
会
の
”
会
長
”
で
あ
り
、
ま
た
軍
の
中
で
も

総
帥
の
次
か
は
た
ま
た
同
等
か
の
力
を
持
つ
人
で
あ
る
。

緊
張
と
、
緊
迫
し
た
空
気
。

威
圧
で
潰
さ
れ
か
ね
ん
と
泣
く
泣
く
、
面
と
向
か
っ
て
い
る
。

「
名
前
は
御
坂
　
殲
。
君
と
同
じ
部
屋
、
同
じ
ク
ラ
ス
に
入
学
す
る
。
学
業
に

関
し
て
は
学
年
一
位
二
位
を
争
う
こ
と
だ
ろ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
も
個
人

プ
レ
ー
は
得
意
と
す
る
」

「
…
個
人
プ
レ
ー
？
」

「
あ
の
子
に
は
人
間
と
協
力
す
る
と
い
う
こ
と
ど
こ
ろ
か
、
何
も
知
ら
な
い
。

何
も
だ
」

「
何
も
？
ど
う
い
う
こ
と
で
す
？
」

「
興
味
を
持
つ
か
ね
？
あ
の
子
は
そ
の
ま
ま
だ
よ
。
何
も
知
ら
な
い
。
た
だ
し
、
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教
え
ら
れ
た
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。
学
業
に
関
し
て
は
得
に
ね
。
ス
ポ
ー
ツ
は

ル
ー
ル
を
知
っ
て
い
る
も
の
は
出
気
る
が
、
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
も
の
は
で
き

な
い
。
極
端
に
言
え
ば
、
自
分
が
知
っ
て
る
こ
と
は
分
か
る
。
知
ら
な
い
こ
と

は
分
か
ら
な
い
。
理
解
は
？
」

「
何
と
か
」

「
あ
の
子
に
は
感
情
が
な
い
ん
だ
。
教
え
ら
れ
て
な
い
か
ら
ね
。
他
に
も
理
由

は
、
は
っ
き
り
と
い
え
ば
そ
う
な
る
。
だ
か
ら
、
あ
の
子
に
は
教
え
て
あ
げ
て

ほ
し
い
ん
だ
。
人
間
に
つ
い
て
、
感
情
と
、
他
に
も
色
々
」

押
し
黙
る
。

理
事
長
直
々
の
願
い
と
か
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
。

興
味
を
持
っ
た
。
た
だ
そ
れ
だ
け
。

何
も
知
ら
な
い
。
教
え
ら
れ
て
な
い
。

教
え
ら
れ
て
な
い
か
ら
知
ら
な
い
。
知
ら
な
い
か
ら
、
教
え
て
も
ら
う
。

道
理
な
よ
う
で
ま
っ
た
く
理
に
か
な
っ
て
な
い
。

「
俺
が
教
え
る
ん
で
す
か
？
感
情
を
？
ど
う
や
っ
て
？
」

「
普
通
に
接
す
れ
ば
い
い
。
そ
し
て
、
あ
の
子
が
聞
け
ば
素
直
に
答
え
る
。
た

だ
そ
れ
だ
け
さ
」

「
は
は
…
は
は
は
は
は
。
は
は
は
は
は
は
！
！
！
貴
方
は
残
酷
だ
。
さ
す
が
、

軍
の
中
で
”
非
道
”
と
言
わ
れ
る
だ
け
は
あ
り
ま
す
ね
。
普
通
に
普
通
を
教
え

る
。
素
直
！
大
い
に
結
構
。
俺
が
教
え
る
な
ん
て
、
冗
談
と
し
か
思
え
ま
せ
ん

よ
。
普
通
を
教
え
る
こ
と
ほ
ど
難
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
普
通
に
普
通

を
！
普
通
に
？
無
理
で
す
。
人
の
人
生
に
流
れ
が
あ
る
よ
う
に
、
普
通
を
知
る
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に
も
流
れ
と
い
う
も
の
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
人
に
教
え
ら
れ
て
知
る
も
の
じ
ゃ

な
い
。
自
分
が
感
じ
、
そ
れ
を
文
字
に
表
し
て
知
る
。
他
人
に
は
そ
の
人
の
感

じ
る
も
の
が
な
ん
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
！
理
解
で
き
な
い
！
そ
れ
が
ま
た
普

通
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
い
で
す
か
？
」

「
ふ
ふ
、
私
は
期
待
し
て
い
る
の
だ
よ
。
あ
の
子
に
。
こ
の
世
界
を
変
え
て
く

れ
る
か
も
っ
て
ね
。
子
供
の
無
邪
気
さ
が
、
未
だ
に
あ
る
こ
と
は
い
い
こ
と
さ
。

君
は
普
通
に
接
し
、
暮
ら
せ
ば
い
い
。
あ
の
子
は
素
直
に
聞
く
。
だ
か
ら
君
も

答
え
る
。
そ
れ
で
い
い
」

「
…
面
白
い
。
引
き
受
け
ま
し
ょ
う
。
残
酷
な
人
道
外
れ
の
外
道
の
依
頼
を
」

「
君
に
も
期
待
し
て
い
る
の
だ
よ
」

「
分
か
っ
て
ま
す
よ
。
で
は
失
礼
し
ま
す
」

教
師
。

否
。

理
事
長
の
口
か
ら
生
徒
に
関
し
て
”
小
難
し
い
”
と
出
る
ほ
ど
の
人
間
。

非
常
に
惹
か
れ
る
。

普
通
を
語
れ
ば
受
け
入
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

普
通
を
知
ら
な
い
。

感
情
を
知
ら
な
い
。

人
間
を
知
ら
な
い
。

彼
に
教
え
る
こ
と
は
、
難
し
い
。

だ
か
ら
こ
そ
闘
志
溢
れ
る
。
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ま
ず
は
初
め
に
…

「
初
め
ま
し
て
。
御
坂
殲
と
言
い
ま
す
。
途
中
入
学
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

み
さ
か
　
せ
ん

し
ま
す
」

そ
う
。

ご
挨
拶
だ
。
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３
（
前
書
き
）

普
通
に
普
通
を
。
異
常
に
異
常
を
。
貴
方
の
生
活
は
退
屈
な
物
ば
か
り
で
し
ょ

う
か
？
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３
「
御
坂
は
、
何
で
こ
の
学
校
に
来
た
ん
だ
？
」

寮
へ
の
帰
路
。

俺
は
、
隣
を
歩
く
御
坂
　
殲
と
と
も
に
、
広
い
廊
下
を
歩
い
て
い
た
。

御
坂
は
、
自
分
か
ら
は
何
も
聞
こ
う
と
は
し
な
い
。

話
の
流
れ
で
、
自
分
も
と
な
る
よ
う
な
場
面
で
の
み
質
問
を
す
る
。

そ
れ
以
外
は
全
て
、
俺
が
話
を
聞
き
、
た
だ
聞
か
れ
た
こ
と
に
対
し
返
答
を
す

る
の
み
だ
っ
た
。

「
此
処
で
は
、
様
々
な
事
が
学
べ
ま
す
。
他
の
学
校
で
は
学
べ
な
い
特
殊
な
も

の
が
。
将
来
を
考
え
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
た
結
果
、
此
処
に
入
学
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
」

面
接
で
も
あ
る
ま
い
。

ま
る
で
、
面
接
官
に
質
問
さ
れ
返
す
よ
う
に
、
淡
々
と
答
え
た
。

そ
の
言
葉
に
は
明
ら
か
に
感
情
が
篭
も
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
言
葉
が
不
自
然
過

ぎ
て
怪
訝
な
顔
を
浮
か
べ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
相
手
は
そ
ん
な
顔
を
ま
っ
す
ぐ
に
見
て
も
何
も
思
う
こ
と
は
な
い
よ

う
で
普
通
に
見
て
い
た
。

本
当
に
何
も
知
ら
な
い
ら
し
い
。
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一
人
、
考
え
に
耽
っ
て
い
れ
ば
自
身
の
部
屋
の
番
号
が
つ
い
た
ド
ア
が
見
え
、

鍵
を
開
け
る
。

「
此
処
が
、
お
前
と
俺
の
部
屋
。
キ
ー
は
多
分
、
も
ら
っ
て
る
は
ず
だ
け
ど
」

「
こ
れ
、
で
す
か
」

「
あ
あ
。
な
く
す
な
よ
。
後
々
面
倒
に
な
る
か
ら
な
」

「
は
い
」

何
事
も
な
く
普
通
に
過
ぎ
て
い
く
時
間
。

ほ
ん
の
十
数
分
前
の
出
会
い
と
は
い
え
、
時
間
が
あ
ま
り
に
も
短
く
感
じ
る
。

相
手
の
反
応
は
全
く
な
い
。

言
葉
の
一
つ
一
つ
に
感
情
が
全
く
な
い
。

表
情
が
変
わ
る
こ
と
も
全
く
な
い
。

普
通
に
過
ご
し
て
い
る
分
に
は
特
に
は
気
づ
か
な
い
変
化
。

人
間
は
、
第
一
印
象
と
普
段
の
言
動
か
ら
そ
の
人
の
印
象
を
決
め
付
け
そ
れ
で

受
け
入
れ
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
、
気
づ
か
な
い
。
気
づ
け
な
い
。

「
面
白
い
奴
」

ふ
と
小
さ
く
呟
く
。

御
坂
殲
に
は
聞
こ
え
ぬ
声
で
。
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何
を
思
い
、
何
を
感
じ
、
何
を
見
て
、
何
を
考
え
て
い
る
の
か
。

そ
の
、
無
表
情
で
、
変
わ
ら
ぬ
顔
に
何
も
写
さ
な
い
虚
ろ
な
目
。

初
め
て
の
深
い
興
味
。

教
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
１
を
２
を
３
を
知
り
、
彼
の
心
に
光
が
灯
っ
た
と

き
ど
ん
な
表
情
で
ど
ん
な
言
動
を
と
る
の
か
。

「
楽
し
み
だ
」

そ
う
。

こ
れ
は
俺
の
楽
し
み
。

単
な
る
”
楽
し
み
”
で
あ
り
、
”
暇
つ
ぶ
し
”
だ
。
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空
虚
。

空
間
が
埋
ま
る
。

謎
。

謎
…
？

部
屋
。

与
え
ら
れ
た
物
。

寝
床
。

植
物
。

机
。
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「
服
は
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
。
本
は
棚
。
教
科
書
、
ノ
ー
ト
は
机
。
鞄
は
机
の
横
。

刀
は
ベ
ッ
ド
」

紙
に
記
さ
れ
た
ま
ま
に
そ
の
物
ら
を
片
付
け
て
い
く
殱
。

必
要
最
低
限
、
ま
と
め
ら
れ
た
荷
物
だ
け
が
届
き
、
殱
は
何
も
思
う
こ
と
な
く

そ
れ
を
受
け
入
れ
る
。

男
子
高
校
生
と
は
思
え
ぬ
行
動
。
そ
し
て
感
情
。

部
屋
に
は
与
え
ら
れ
た
も
の
だ
け
。

自
分
で
欲
し
た
物
は
今
ま
で
に
な
い
。

否
。

そ
の
普
通
で
あ
る
が
不
自
然
な
部
屋
に
、
更
に
不
自
然
に
さ
せ
る
存
在
の
物
体
。

”
刀
”
。
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彼
が
唯
一
欲
し
、
受
け
入
れ
、
手
に
し
た
も
の
。

黒
い
鞘
に
収
ま
る
、
白
く
透
き
通
っ
た
美
し
い
刀
。

波
紋
は
綺
麗
に
波
打
ち
、
人
を
斬
り
赤
く
染
ま
る
イ
メ
ー
ジ
が
全
く
つ
か
な
い

ほ
ど
に
美
し
く
綺
麗
な
刀
。

名
を
”
斬
雪
”
と
い
う
。
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白
に
染
ま
る
夜
。

そ
の
日
、
と
あ
る
街
で
は
さ
ん
さ
ん
と
雪
が
降
っ
て
い
た
。

ず
っ
と
ず
っ
と
。

夜
を
。

暗
い
闇
に
沈
む
街
。

雪
の
白
さ
だ
け
が
、
街
を
染
め
、
闇
す
ら
も
跳
ね
返
す
光
を
晒
し
て
い
た
。

闇
に
は
光
。

光
に
は
闇
。

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
抜
群
。

染
ま
ら
な
い
白
と
黒
。

た
だ
、
異
常
な
一
面
は
あ
っ
た
。
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「
綺
麗
」

誰
か
が
言
っ
た
。

白
に
浮
か
ぶ
異
常
な
”
色
”
。

白
に
埋
も
れ
て
も
な
お
、
そ
の
自
身
の
輝
き
を
失
わ
ぬ
”
白
”
。
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「
お
前
は
何
で
そ
ん
な
色
を
し
て
い
る
の
？
」

問
う
。

小
さ
な
幼
い
少
年
。

刀
に
魅
入
ら
れ
る
。

「
綺
麗
な
色
」

赤
。
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何
か
が
。

花
が
散
っ
た
よ
う
に
赤
が
散
る
そ
の
場
所
で
、
少
年
は
見
て
い
る
。

異
常
な
光
景
を
も
の
と
も
せ
ず
、
少
年
の
目
に
は
白
の
中
に
浮
か
ぶ
白
。

白
だ
け
の
刀
し
か
写
っ
て
い
な
か
っ
た
。

「
雪
よ
り
綺
麗
」

透
き
通
る
白
。

ど
こ
か
、
魅
せ
ら
れ
る
刀
。

赤
で
染
ま
っ
て
も
な
お
存
在
を
促
す
。
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「
斬
雪
」

少
年
は
言
う
。

「
お
前
、
斬
雪
」
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雪
を
も
寄
せ
付
け
ぬ
光
。

そ
し
て
、
斬
る
た
め
の
物
。

少
年
は
幼
い
な
が
ら
も
”
死
”
を
”
殺
す
”
を
、
身
を
も
っ
て
知
っ
て
い
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

Bloodshed
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